
区間：山陽自動車道（神戸ＪＣＴ～山口ＪＣＴ）
延長：４６１ｋｍ（広島岩国道路含む）
主な事業経緯

・昭和５７年 ３月：山陽自動車道初めての開通
（竜野西IC～備前IC）

・平成 ９年１２月：山陽自動車道 神戸JCT～山口JCT
全線開通（三木小野IC～山陽姫路東IC）

・平成２９年１２月：山陽自動車道 神戸JCT～山口JCT
全線開通２０周年

山陽自動車道

～今昔物語～

⼭陽⾃動⾞道の概要

今

昔

早島IC

昭和63年供用
田畑の多い閑静な
場所に位置

早島IC

物流ｾﾝﾀｰ

繊維加工場

配送ｾﾝﾀｰー

早島IC料金所

早島IC料金所

昭和63年

平成29年

今

昔

大型商業施設の進出
が相次ぐとともに住
宅も更に増え、住み
やすい人気エリアと
なっている。

昭和63年供用
広島中心部から少し
離れた住宅地に位置

広島IC

広島IC

広島IC料金所

広島IC料金所

大型ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞﾓｰﾙ

大型ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞﾓｰﾙ

大型電気店 大型家具
ｲﾝﾃﾘｱ店

昭和63年

平成29年

広島IC、早島ICの今、昔

E2

E2

住宅地も増え、物流セン
ター、配送センターなどが
立地し、物流拠点となって
いる。

別紙-２-１
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（億人）（台/日）

利用台数（左目盛り）

累計利用者数（右目盛り）

利
用
台
数
（日
平
均
）

累
計
利
用
人
数
（億
人
）

交通量（台数）と利用人数の推移

出典：ＮＥＸＣＯ西日本集計

○山陽自動車道 全線開通２０周年を迎え…

この２０年で利用交通は約１．３倍に増加！

１日の利用台数は約２４万台（平成２８年）

最初の開通から累計で約３５億人が利用！

⼭陽⾃動⾞道の利⽤経緯

累計約35億⼈の利⽤

約1.3倍増加

約24【万台】

約19【万台】

約0.3【万台】

山陽自動車道

～今昔物語～
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■山口県・広島県境の断面交通量（断面Ａ）

出典：「道路交通センサス」（国土交通省）をＮＥＸＣＯ西日本で集計

山陽道 中国道 国道2号

■岡山県・兵庫県境の断面交通量（断面Ｂ）

約１.２倍増加

■断面Ａ及び断面Ｂを平均した各道路の割合

東⻄交通における⼭陽⾃動⾞道の役割

約１.２倍増加

○山陽自動車道全線開通からの２０年間、中国地方の各県間を結

ぶ自動車交通の５割以上が山陽自動車道を利用！

山口県⇔広島県及び岡山県⇔兵庫県の県境における交通量が

約１．２倍に増加する中、分担率も増加傾向！

山陽道 中国道 国道2号

山陽自動車道

～今昔物語～
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大阪市中央卸売市場

神戸市中央卸売市場

岡山県産
ピオーネ
岡山県産
ピオーネ

熊本県産
トマト

熊本県産
トマト

≪全農おかやまの声≫

・ 昔は国道２号にて大阪・神戸
市場へ出荷していました。

・ 山陽自動車道の開通により、早く・時間
通りに市場へ出荷できるように
なり、延着による販売機会の
ロスがなくなりました。

約５倍増

○山陽自動車道の全線開通で、西日本で生産した生鮮食品の流通

が広域化。近畿地方の主要な卸売市場では、野菜や果物などの

取扱量・シェアが大幅に増加！

熊本
17%

北海道
8%

茨城
7%

愛知
6%

千葉
5%

その他
57%

岡山
39%

山梨
21%

香川
5%

長野
5%

広島
4%

その他
26%

トマト収穫量

全国743千ﾄﾝ

ピオーネ

栽培面積

全国2,343ha

【熊本県産トマト取扱量】

シェア ： 5％ →  39% → 64％シェア ： 9％ →  20% → 46％

【岡山県産ピオーネ取扱量】
出典：大阪市中央卸売市場年報出典：神戸市中央卸売市場年報

出典：H28農林水産省作況調査

出典：H26特産果樹生産動態等調査

九州・中国地⽅から近畿地⽅へ農産品の出荷が活性化

山陽自動車道

～今昔物語～
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■中国地方・兵庫県内における製造品出荷額

：不明・未公開
：100億円未満
：100〜1,000億円未満

凡 例

：1,000〜5,000億円未満
：5,000億円以上

出典：工業統計表（経済産業省）

防府市では、新たな産業団地の造成により工業従事者数が増加参考事例

■新たな産業団地の造成

資料：⼭⼝県HP「防府テクノタウン概要」

〔防府市における工業従事者集の推移〕

約1.1倍

○この20年で、全国の製造品出荷額はほぼ横ばい。

一方、山陽自動車道の通過市町村では、工場立地の促進等に

よって製造品出荷額が約１．３倍に増加！

市名 主要産業 増加額 伸び率
（H10→H26）

倉敷市（岡山県） 石油・石炭製品製造業 1兆4,370億円 １．４５

広島市（広島県） 輸送用機械器具製造業 7,340億円 １．３７

福山市（広島県） 鉄鋼業 6,010億円 １．４１

姫路市（兵庫県） 鉄鋼業 4,940億円 １．２６

防府市（山口県） 輸送用機械器具製造業 4,390億円 １．６６

■製造品出荷額 増加額（上位５市）

防府市

広島市
倉敷市

福山市

姫路市

⼭陽⾃動⾞道通過市町村における地域産業が活性化

2015年8⽉、防府市に
おける新たな⼯業団地
「防府テクノタウン」
の造成⼯事が完了しま
した。同⼯業団地は、
⼭陽⾃動⾞道へのアク
セス性をセールスポイ
ントとしており、⾃動
⾞及び付属品の製造企
業が進出第１号となっ
ています。

山陽自動車道

～今昔物語～
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○中国地方や兵庫県の高速道路を利用するバスの便数は、

山陽自動車道整備前と比べ約１１倍に増加！

近年では、これらバスの年間利用客は…

約６００万人規模※と多くの方々が利用。

〔高速道路を利用するバス便数〕

出典：ＪＲ時刻表を基に、地域毎の発便数をNEXCO西日本で集計

約１１ 倍増

約１.４倍
(全通から20年)

約１１ 倍増

広島バスセンター
昭和63年（広島電鉄提供）

広島バスセンター現在

⾼速バス利便性の向上により広域交流が活性化

1,805 便

※全国幹線旅客流動調査（平成２２年度）より

山陽自動車道

～今昔物語～
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中四国ブロック血液センターの主な拠点間の輸送ルート

中四国ブロック
血液センター

広島

■中四国ブロック血液センターの声

高速道路が整備される以前は、県毎の血液センターで製造・管理されていたが、血液製剤の有
効期限が「４日間」と短く過不足が発生する状況であった。

現在は、血液製剤の検査・製造を中四国ブロック血液センター（広島県）に集約し、高速道路ネッ
トワークを活用することで広域的な事業運営が可能となり、１年間３６５日を通して医療機関へ安定
的に血液製剤を供給している。

中四国ブロック血液センター
（広島県）

○中四国ブロックの血液センターでは、平成２３年度まで９箇所の

各県血液センター毎に血液製剤を個別管理。

現在では広島市の血液センターで一括管理に移行。

高速道路ネットワーク等を利用して１１箇所の各県血液セン

ターへ安定的に供給！
年間の輸送回数は延べ約６，２００回、輸血用血液製剤

約４６万本を供給！

医療活動への貢献 〜⾎液製剤の安定供給〜

山陽自動車道

～今昔物語～
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（高速艇輸送）


